
課題解決支援と

資料収集について

まず、

課題解決支援とは

� 文科省（公共）図書館の振興

「地域の情報ハブとしての図書館 課題解決型の図書館を目指して」より

「これからの図書館は、従来のサービスに加えて、これらを始め

とするサービスや情報提供を行うことによって、地域の課題

解決や地域の振興を図る必要がある。」

①①①①ビジネスビジネスビジネスビジネス支援支援支援支援①①①①ビジネスビジネスビジネスビジネス支援支援支援支援 ②②②②行政情報提供行政情報提供行政情報提供行政情報提供②②②②行政情報提供行政情報提供行政情報提供行政情報提供 ③③③③医療関連情報提供医療関連情報提供医療関連情報提供医療関連情報提供③③③③医療関連情報提供医療関連情報提供医療関連情報提供医療関連情報提供

④④④④法務関連情報提供法務関連情報提供法務関連情報提供法務関連情報提供④④④④法務関連情報提供法務関連情報提供法務関連情報提供法務関連情報提供 ⑤⑤⑤⑤学校教育支援学校教育支援学校教育支援学校教育支援（（（（子育子育子育子育てててて支援支援支援支援））））⑤⑤⑤⑤学校教育支援学校教育支援学校教育支援学校教育支援（（（（子育子育子育子育てててて支援支援支援支援）））） ⑥⑥⑥⑥地域地域地域地域⑥⑥⑥⑥地域地域地域地域

情報提供情報提供情報提供情報提供・・・・地域文化発信地域文化発信地域文化発信地域文化発信情報提供情報提供情報提供情報提供・・・・地域文化発信地域文化発信地域文化発信地域文化発信

自立を目指す個人個人個人個人を

支える

地域地域地域地域の自立を促す

図書館図書館図書館図書館

企業 関係機関 図書館個人

岡山県立図書館（TEL 086-224-1286）（※岡山県立図書館ホームページへリンク）

＜貧困・困窮者支援＞＜就業者支援・ビジネス支援＞

・常設コーナー（会社情報コーナー：会社年鑑、業界情報、ＣＳＲ報告書などを配架） の設

置。

・起業・就職・資格に関するパンフレットを収集、配布。

・おかやまインキュベーター協議会と共同主催で専門相談員による相談会「創業（ビジネス支援）

相談会」を開催。

・関連機関と連携して、起業支援事業を開催。（プレインキュベーション）

＜医療・健康情報＞

・図書のテーマ展示「メンタルヘルス」及びブックリストの作成。

・放送大学と「医療・健康」に関する連携講座の開催。

・食と健康に関する商用データベースの提供。

＜福祉情報＞

・高齢者の生活に関するテーマ別ブックリストの作成、配布。

＜法務情報＞

・法テラスから講師を招いての講座の開催。

・新着法律関係書ブックリストの作成・配布。

・判例・法令等の商用データベースの提供。

＜その他＞

・デジタル岡山大百科のデータベースの充実。（レファレンスデータベース、郷土情報データベー

ス）

・子育て支援展示「子育てのススメ」の実施。

・行政との連携展示の実施。（「教育の今を考える」「男女共同参画推進」）

学校教育と学校図書館

� 学校図書館学校図書館学校図書館学校図書館はははは法律法律法律法律にににに基基基基づいてづいてづいてづいて設置設置設置設置されているされているされているされている。。。。

（学校教育法施行規則第1条）

（学校図書館法第1条、第3条）

� 学校図書館学校図書館学校図書館学校図書館のののの目的目的目的目的はははは教育課程教育課程教育課程教育課程のののの展開展開展開展開とととと、、、、児童児童児童児童・・・・

生徒生徒生徒生徒のののの教養教養教養教養のののの育成育成育成育成にににに役立役立役立役立つことつことつことつこと。。。。（学校図書館法第2条）

� 利用者利用者利用者利用者はははは生徒及生徒及生徒及生徒及びびびび教員教員教員教員であるということであるということであるということであるということ。。。。

（学校図書館法第2条）



新学習指導要領 【生きる力】

◎◎◎◎ 基礎基礎基礎基礎・・・・基本基本基本基本をををを確実確実確実確実にににに身身身身にににに付付付付けけけけ、、、、いかにいかにいかにいかに社会社会社会社会がががが変化変化変化変化しようとしようとしようとしようと、、、、自自自自らららら課題課題課題課題をををを見見見見つけつけつけつけ、、、、自自自自らららら

学学学学びびびび、、、、自自自自らららら考考考考ええええ、、、、主体的主体的主体的主体的にににに判断判断判断判断しししし、、、、行動行動行動行動しししし、、、、よりよくよりよくよりよくよりよく問題問題問題問題をををを解決解決解決解決するするするする資質資質資質資質やややや能力能力能力能力

第15期中央教育審議会第1次答申

「21世紀を展望した我が国の教育の在り方について」（1996） （第3章第3部）

◎◎◎◎図書資料図書資料図書資料図書資料のののの充実充実充実充実のほかのほかのほかのほか、、、、さまざまなさまざまなさまざまなさまざまなソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアやややや情報機器情報機器情報機器情報機器のののの整備整備整備整備をををを進進進進めめめめ、、、、高度情報高度情報高度情報高度情報

通信社会通信社会通信社会通信社会におけるにおけるにおけるにおける学習情報学習情報学習情報学習情報センターセンターセンターセンターとしてのとしてのとしてのとしての機能機能機能機能のののの充実充実充実充実をををを図図図図っていくっていくっていくっていく必要必要必要必要があるがあるがあるがある

平成17年中央教育審議会答申

「我が国の高等教育の将来像」（2005） 21世紀を「知識基盤社会」と位置付けている。

◎新新新新しいしいしいしい知識知識知識知識・・・・情報情報情報情報・・・・技術技術技術技術がががが政治政治政治政治・・・・経済経済経済経済・・・・文化文化文化文化をはじめをはじめをはじめをはじめ社会社会社会社会ののののあらゆるあらゆるあらゆるあらゆる領域領域領域領域でのでのでのでの活動活動活動活動のののの

基盤基盤基盤基盤としてとしてとしてとして飛躍的飛躍的飛躍的飛躍的にににに重要度重要度重要度重要度をますをますをますをます社会社会社会社会

いま求められている

学校教育とは

いま求められている

学校教育とは

「「「「主体的主体的主体的主体的にににに生生生生きるきるきるきる人人人人をををを育育育育てるてるてるてる」」」」教育教育教育教育がががが求求求求められているめられているめられているめられている！！！！「「「「主体的主体的主体的主体的にににに生生生生きるきるきるきる人人人人をををを育育育育てるてるてるてる」」」」教育教育教育教育がががが求求求求められているめられているめられているめられている！！！！

学ぶ学ぶ意欲意欲意欲意欲意欲意欲意欲意欲

情報情報情報情報をををを評価評価評価評価

選択選択選択選択・・・・活用活用活用活用

コミュニケーコミュニケーコミュニケーコミュニケーコミュニケーコミュニケーコミュニケーコミュニケー

ションションションションションションションション

いま求められている

学校図書館とは
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いま求められている

学校図書館とは

①学校の教育計画を熟知していなければならない。

②学校全体の共通理解と協力によって整備を進められなければ

ならない。

③学校の教育・経営計画の立案への参画、年間計画及び長期

計画の立案にも参画する必要がある。

知知知知るるるる
知知知知るるるる

共通共通共通共通

理解理解理解理解

共通共通共通共通

理解理解理解理解

参画参画参画参画
参画参画参画参画

学校図書館が学習・情報センターとしての機能を果たすためには
学校図書館が学習・情報センターとしての機能を果たすためには

いま求められている

学校図書館司書司書司書司書とは

文科省 子どもの読書サポーターズ会議

「「「「これからのこれからのこれからのこれからの学校図書館学校図書館学校図書館学校図書館のののの活用活用活用活用のありのありのありのあり方等方等方等方等についてについてについてについて（（（（報告報告報告報告）」（）」（）」（）」（2009200920092009年年年年3333月月月月））））

○学校図書館の活用高度化に向けた視点と推進方策

「教育委員会による条件整備・支援の現状と課題」の項

「学校図書館の業務の専門性を考え合わせると、専門的な知識・技能

を有する担当職員である、いわゆる“学校司書学校司書学校司書学校司書”の役割が重要となる」

従来より高校に配置されている学校司書学校司書学校司書学校司書については、「「「「学校学校学校学校のののの教育活教育活教育活教育活

動全体動全体動全体動全体にににに寄与寄与寄与寄与するようなするようなするようなするような役割役割役割役割をををを十分果十分果十分果十分果たしたしたしたし得得得得ていないていないていないていない」」」」との指摘も。

学校図書館の持つ特性

� 利用者利用者利用者利用者のののの年齢年齢年齢年齢、、、、環境環境環境環境がががが似通似通似通似通っているっているっているっている

� 利用者利用者利用者利用者がががが具体性具体性具体性具体性をををを持持持持っているっているっているっている。。。。

� 利用者利用者利用者利用者とととと何度何度何度何度もももも会会会会うことができるうことができるうことができるうことができる

� 利用者利用者利用者利用者とととと「「「「教教教教えるえるえるえる」「」「」「」「教教教教えられるえられるえられるえられる」」」」のののの関係関係関係関係がががが

築築築築きやすいきやすいきやすいきやすい

・
・
・



では、

課題とはなんだろうか。

生徒・教員が持っている

生徒生徒生徒生徒 教員教員教員教員

教科学習の課題

模試で出た小説の続き

が読みたい。（国語）

数学を使ったパズルの

問題（数学）

総合学習の課題 職業調べ 岡山県調べ

学級活動

学校行事

部活動

進路指導

の課題

ｺﾝｸﾘｰﾄや繊維、金属、

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなどの材料

について（進路）

まちづくり・まちおこ

しに関する資料

（進路）

学校図書館の

課題解決支援とは

◎◎◎◎生徒生徒生徒生徒・・・・教員教員教員教員のののの抱抱抱抱えているえているえているえている課題課題課題課題をををを的確的確的確的確にとらえることにとらえることにとらえることにとらえること

⇒少し意図的に、教職員視点でニーズを探ってみませんか。

学校の教育計画は大きな手がかり。

シラバスを見た事ありますか？

教育関係のキーワードを知っていますか？

ex.) キャリアデザイン（キャリア教育）

学び合い、エンカウンター、ピアサポート

ＰＩＳＡ、ＯＥＣＤ

学校図書館の

課題解決支援とは

◎◎◎◎サービスサービスサービスサービスのののの充実充実充実充実（（（（貸出貸出貸出貸出、、、、レファレンスレファレンスレファレンスレファレンスなどなどなどなど））））

打打打打ちちちち合合合合わせをしっかりわせをしっかりわせをしっかりわせをしっかり

今今今今までやってきたまでやってきたまでやってきたまでやってきたサービスサービスサービスサービスにににに

++++ααααをををを

⇒関連資料の案内図やサインの整備、

テーマ別資料コーナーや展示コーナーの設置、

文献探索・調査案内（パスファインダー）やリンク集の作成など

⇒テーマ別資料コーナーや展示コーナーを設置したら、

データの場所区分を変更しましょう。

どこに何があるかが明確になっていることは基本です。

学校図書館の

課題解決支援とは

◎◎◎◎自校資料自校資料自校資料自校資料だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、ネットワークネットワークネットワークネットワークをををを駆使駆使駆使駆使してしてしてして地域地域地域地域

資料資料資料資料やややや行政資料行政資料行政資料行政資料などなどなどなど広範囲広範囲広範囲広範囲にににに調査調査調査調査・・・・収集収集収集収集

⇒県立図書館をハブハブハブハブとして利用しよう

学校図書館の

課題解決支援とは

学校図書館の

課題解決支援とは



学校図書館の

課題解決支援とは

学校図書館の

課題解決支援とは

◎◎◎◎図書館図書館図書館図書館のののの機能機能機能機能のののの周知周知周知周知

⇒利用者に図書館は“役立つ”とアピールを。

よりいっそう役立つ情報が集まってくる。

※教員の利用が増えれば、教員の授業の情報が手に入る。



◎◎◎◎学校教育学校教育学校教育学校教育におけるにおけるにおけるにおける学習成果物学習成果物学習成果物学習成果物のののの収集収集収集収集とととと共有共有共有共有

生徒の学習成果内容は、以後の学習者にとっての学習

参照資料になるだけではなく、教職員の教材作成の

ための参照資料となり得る。

⇒デジタルアーカイブ化？

そうすれば、自校内だけでなく、地域間、世代間

で情報交流できるのでは。

学校図書館の

課題解決支援とは

学校図書館の

課題解決支援とは

資料収集について

� 「図書館の目的」を忘れない。

� 利用者の期待やニーズが決定する。

� 予算、場所、権限などさまざまな制約があるが、それを

嘆いていても始まらない。逆転の発想が必要となる。

蔵書構成とは

� 『図書館情報学用語辞典』

（日本図書館情報学会用語辞典編集委員編 第３版、丸善 ２００７年）

図書館蔵書が図書館のサービス目的を実現する構造となるように、資料

を選択、収集して、計画的、組織的に蔵書を形成、維持、発展させていく

意図的なプロセス

資料収集の留意点

「図書館の自由に関する宣言」（１９７９年改訂）

第１ 図書館は資料収集の自由を有する

１ 図書館は、国民の知る自由を保障する機関として、国民のあらゆる資料要求にこたえ

なければならない

２ 図書館は、自らの責任において作成した収集方針にもとづき資料の選択および収集を

行う。その際、

(１) 多様な、対立する意見のある問題については、それぞれの観点に立つ資料を幅広く

収集する。

(２) 著者の思想的、宗教的、党派的立場にとらわれて、その著作を排除することはしない

(３) 図書館員の個人的な関心や好みによって選択しない

(４) 個人・組織・団体からの圧力や干渉によって収集の自由を放棄したり、紛糾をおそれ

て自己規制したりはしない。

(５) 寄贈の資料の受入れにあたっても同様である。

選択者の心構え

� 自館の蔵書内容を知っていること

� 出版情報など収集のための道具について知識があり、それを

使いこなす技術をもっていること

� 現代の出版界のメカニズム、書籍販売についての知識、商取引

の知識と技術、利用者の地域社会の状況、現代社会の今日的な

課題についての認識などが要求される。

図書館図書館図書館図書館がががが何何何何をするところかわかっているをするところかわかっているをするところかわかっているをするところかわかっている人人人人

日日日日ごろごろごろごろ、、、、本本本本をををを読読読読むむむむ習慣習慣習慣習慣をををを持持持持っているっているっているっている人人人人

カウンターカウンターカウンターカウンターでででで利用者利用者利用者利用者とととと接接接接するするするする機会機会機会機会のあるのあるのあるのある人人人人



利用者ニーズとコレクションの形成

� 資料収集方針資料収集方針資料収集方針資料収集方針のののの見直見直見直見直しししし

（蔵書構成の方針・蔵書形成方針・コレクション構築方針）

→その方針の基準として加えるべき考え方

①その図書館の奉仕対象とサービス活動が基本的にめざすところ

②図書館資料と知的自由との関連

③収集・選択の機構と決定にあたる責任の所在

④収集する資料の範囲

⑤利用者からの要求と蔵書に対する批判への対処法

⑥蔵書からの除去、廃棄についての基本的な考え方

蔵書評価

� 観察評価法

� チェックリスト法

� 蔵書統計分析法

� 基準の適用

� 蔵書密度評価法

� 利用統計分析法

� リクエスト分析法

� 要求満足度調査

� 館内利用調査

蔵書中心

利用者中心

教科学習

総合学習

その他での利用
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